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し

て

、

昭

和

一

一

一

主

ま

ち

ま

ち

れ

た

室

長

議

。

哨

0
・
:
:
数
獲
割
引
業
は
、
総
和
総
十
三
年
燃
の
発
成
を
あ
ざ
し
て
玄
事
も
怨
遂
げ
仙
遂
行
・
:
。

陣

O
a
f
-
t
し
て
お
与
ま
ず
。

問

。

・

:
i
そ
ζ

で
今
回
は
、
鰍
勝
一
期
ヱ
一
容
の
然
淡
し
た
成
悶
凶
輔
綿
織
側
関
mw
由
時
制
閥
均
数
分
:
:
〈
〉

A
W
o
t
-
-と
、
と
れ
与
の
ま
嘆
の
綴
商
問
者
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

;
i
〈V

喝
整
然
と
し
た
、
開
明
る
く
仲
臨
み

伸
よ
い
新
世
刑
制
問
崎
地
壱
閥
開
発
し
よ
ろ

闘
と
す
る
天
王
合
点
滅
ぼ
滋
整
理

時
機
業
は
、
町
mw
一
綴
湾
施
行
げ
い
よ

争
与
、
総
務
内
調
テ
ン
ポ
で
附
間
判
紙
工

四
務
が
滋
め
ち
れ
て
い
ま
す
。

削

ζ
の
直
同
時
同
総
は
、
上
野
説
明
、

和
五
十
分
、
議
畿
、
滋
uV
げ
い
は
絶

哨
務
の
純
明
夜
で
時
間
制
線
級
に
天
王
我

山
町
家
(
仮
称
〉
を
開
設
し
、
大
き

目
な
離
部
離
脱
を
糊
期
す
る
た
め
閥
開
発
し

時
た
も
の
で
、
今
関
側
、
工
事
必
然

唱
了
し
た
隊
一
燃
に
つ
い
て
、
然
一

回
綴
悶
闘
の
宅
地
分
級
者
行
な
い
ま

ん
叩
す
。

日

一一一

叩
品
察
発
了
予
申
晶

最
近
、
ヱ
樹
慣
が
ゑ
速
に
滋
み

謂
掛
袋
ま
明
、
父
、
第
}
岡
部
、
耐
用
一
一

線
お
よ
び
幾
三
織
広
務
が
瞬
明
謁

に
完
了
し
、
泌
総
に
し
て
約
双

分
の
一
一
一
〈
三
十
、
笠
岡
悶
ヘ
タ
タ

i
ル
)
に
か
た
る
料
開
造
成
地
が

窓
生
し
、
ム
可
制
+
出
挽
市
市
阿
作
工
務
者

完
了
す
る
予
定
で
す
。

明
暗
壌

ζ

の
柏
崎
阪
は
、
関
同
数
蜘
禍
岬
撚
梢
燃

に
そ
っ
た
我
孫
子
制
航
、
間
相
手
駅

の

-m擦
に
あ
る
品
目
地
で
、
山
林

一
、
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
{
約
五
千
畑
地
織
の
ネ
た
ん
訟
所
で
、
民

鐸
〉
が
瀦
E
v
h間
後
さ
れ
、
文
叫
織
の
商
問
側
関
を
ゴ
ル
フ
蝿
樹
、
北
朗
開

化
的
問
な
市
桝
問
機
と
し
て
ふ
さ
わ
法
務
根
川
川
、
筑
波
・
山
を
総
め
ら

し
い
磁
耕
縦
約
な
務
中
市
叫
削
減
に
そ
れ
る
絞
宅
地
と
し
て
は
脱
獄
遂
な

っ
て
机
斜
計
き
れ
て
い
ま
す
。
条
件
を
繍
え
た
と
と
ろ
で
す
。

入
札
に
よ
り
宅
地
分
譲

一
千
二
百
五
十
九
呼

酎
開
で
は
、
今
問
闘
志
撃
の
筏
ア
落
私
古
れ
た
方
は
、
土
紛
獲

し
た
師
陣
一
繍
に
つ
い
て
綴
…
間
関
口
問
資
料
鰐
約
を
玄

g
以
内
氏
絞
殺
し

の
浴
均
分
譲
を
、
…
絞
談
争
入
総
札
総
額
の
ス
桝
鮒
を
契
約
探
鉱

謝
料
に
よ
号
、
側
関
入
、
法
人
、
ま
金
と
し
て
柚
納
入
し
て
い
た
だ
き

た
前
町
内
外
を
脳
同
は
ず
品
相
談
穏
に
ま
ず
。

A
N
議
す
る
と
と
は
な
ち
ま
し

C
秀
賞
代
金
の
納
入

た

。

由

何

気

代

金

は

、

土

地

発

関

税

八

割

問

部
刺
殺
成
地
問
刊
に
は
、
町
叫
が
約
齢
制
絡
む
日
か
ち
な
…
十
日
以
内

一
般
に
炎
rM
附
す
宅
地
〈
阻
障
制
閣
に
全
額
納
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

柏
崎
〉
が
約
一
一
、
九
ヘ
ク
タ
ー
す
。

y
h
m
w
m
明
会
契
約
係
就
航
金
は

ん
〈
八
千
八
笈
線
)
程
度
透
鈴
閥
抗
代
金
に
綴
与
入
れ
ち
れ
ま

成
き
れ
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
す
e

が、

ζ

の
+
京
地
沖
枯
渇
貯
地
内
記
綴
…
開
制
援
売

数
在
し
て
お
ち
ま
す
の
で
、
品
切
入
引
仙
務
総
お
よ
び
翁
済

工
衛
智
が
路
了
し
た
昨
向
調
悶
か
ち
七
日
均
一
…
十
五
日
午
総
十
時
吋
か

燃
次
総
分
い
た
し
ま
す
。
品
作
品
棋
士
一
時
ま
で
a

処
分
は
綴
州
問
と
し
て
一
波
我
孫
子
併
問
中
央
公
認
帥
闘

の
隊
総
出
刊
の
之
般
に
つ
い
て
像
処
分
す
る
土
地

長
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
一
パ
什
斗
け
け
川
汁
什
l
l

一
泰
一
一
機
綴
爾
一
遜
綴
逐
一
幽
一
級
一
綴
磁
一
織

り
行
な
い
ま
す
の
で
、
入
札
一
一
↑
一
閥
抗
出
司
郎
総
区
隊
隊
隊
隊
問
険

制
桝
闘
な
ど
に
つ
い
て
は
、
毅
一
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漁
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発
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変
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せ
し
ま
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ソ
〉
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mw

O
入
品
科
参
加
資
務
総
一
;
一
必
必

ω
山
崎
必
細
川
判
的
初
出
川
川
総
品
川

m
m
m
防
隊

同
県
偶
文
げ
品
相
談
議
一
区
測
に
二
一
川
柳
川
和

m
m
m
印
刷
制
続
的
判
例
例
蹴
出
m
w
m
w
は

つ
い
て
口
十
万
m
n
m
w
入
札
同
体
曲
四
一
一
ぽ
l
i
i
'
a
p
}

パ
一
一

-
i
l
〈
{

W

M

統
ム
認
を
議
後
滋
伐
と
持
参
く
漁
一
縦
訓
別
撤
捌
制
問
飢
服
組
州
側
部
瑚
間
制

ザ
い
き
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入

札
に
参
加
で
き
ま
す
。
(
常
貯

礼
で
き
な
か
や
た
損
掲
A
H
に
は

入
札
制
仲
畑
賦
金
を
お
返
し
し
ま

す
む
)

O
契
約
の
線
量
制

完
成
は
来
年
度
中

第
闘
の
保
留
地
処
分

一一一‘

と
ζ

で
隊
総
務
災
の
迭
統
計

画
、
ヌ
察
予
定
な
ど
の
み
ち
ま

し
者
お
知
名
品
は
し
ま
す
。

途
成
札
制
緩

ζ
m
w
判
明
遊
総
裁
は
、
笑
し
い

駅
前
広
場
{
4
h

凶
畿
二
千
四
冨
平

方
米
〉
巻
市
、
り
と
し
て
、
作
品
い
γ

肉
航
機
メ
イ
ン
ユ
ト
ザ
i
ト
(
市

民
十
久
米
)
密
機
北
民
、
落
綴

の
隠
の
よ
う
K
筑
間
関
銃
し
く
交

叉
す
る
幹
線
、
中
ス
錦
榔
街
路
〈
市
中

越
同
十
一
一
米
は
ほ
か
〉
犬
小
あ
わ
分

て
七
十
一
路
線
の
街
路
紛
が
白
河

蜘
聞
き
れ
、
公
開
問
綴
畿
、
逮
数
八
時

間
、
児
殺
公
開
側
、
緑
地
機
な
ど

納税のおねがい

衡の事業会lp:ji脅11:おιなわれる 11:1土、やはち

みなさんのと協力がなくてはできませんa

車n話はきめちれた葉書関内におさめるようおね

がいしますe

L
J
炉
、
完

成
問
問
縁
関
知
郎
柏
崎
区
間
午
後
援

十
八
w
十
万
米
(
一
キ
一
一
院
双
十

丸
田
町
)
第
一
憾
の
綴
申
出
品
地
は
、

ど
の
双
紙
と
も
保
留
柏
崎
一
総
畿

の
と
お
り
最
高
夜
九
十
五
湾
か

ら
最
低
笈
十
句
師
時
と
、
宅
総
と

し
て
十
分
げ
い
使
え
る
よ
う
に
な

q

て
い
ま
す
。

入割引品世相捌耐申込

入
札
制
期
日
の
的
関
口
問
〈
円
口
媛
、

土
曜
の
午
後
は
除
く
)
ま
で
受

け
持
活
け
ま
す
。
入
私
出
掛
知
州
市
叩
込

み
は
然
科
で
す
。

な
お
、
潟
地
祭
出
向
、
そ
の
総

務
総
に
つ
い
て
は
叉
双
山
口
附
協
調
問

後
議
事
務
一
敗
〈
燃
料
耐
久
二
。

八
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事
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ζれからの水稲管理

出韓期の腿培に注意

と
と
し
の
穏
作
は
、

叩
品
、
六
月
の
輔
問
榊
冊
子
水

の
た
め
、
火
水
田
両
や
そ

の
偽
悶
用
水
に
不
足
し
た

崎
地
区
で
は
、
問
同
柚
欄
mw
調理

れ
、
前
削
の
遂
絡
に
よ
争

奪
一
数
も
少
な
く
生
育
不
良
が
同
月

ら
れ
ま
す
。

一
方
南
m水
の
あ
る
地
医
で
は

蕊
綴
多
隅
耐
の
た
め
脳
間
絡
に
な
く

銭
安
が
進
み
緩
糊
綱
な
仲
r
d
宵
状
制
拐

で
す
が
、
蹴
脱
出
払
い
ろ
い
ろ
心
隠

き
れ
る
開
問
題
も
で
で
き
て
い
ま
や
や
遅
れ
て
絡
す
と
き
は
速
効

す
。
そ
ζ
で
平
ば
つ
を
う
け
な
絵
の
も
の
〈
後
素
系
、
総
変
な

か
っ
た
糊
樹
立
対
し
て
の
ζ
れ
か
ど
〉
を
使
う
と
よ
い
。

ち
の
適
切
な
繁
澱
は
、

ζ
と
し

O
穏
犯
の
総
附
m
蚤

の
開
鵠
飴
げ
骨
量
、
ゆ
る
霊
祭
な
ぷ
イ

N
成
分
で
十
ア
i
h
N翁
h

ツニ

ン
ト
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

J
一
一
、
五
キ
滋
グ
ラ
ム
、
国
闘
し

次
の
ζ
と
に
捌
閣
議
し
て
く
だ
さ
で
T
ば
っ
開
闘
は
、
や
や
多
段
に
す

い

。

る

と

と

e

こ
と
し
の
金
樹
問
状
況
。
醐
洞
察
訟
の
紺
削
除

高
祖
蝿
多
間
m
w
h
よ
布
袋
帯
円
以
伊
邦
国
制
緩
と
メ
ト
ピ
内
ソ
ン
台
、
お

紳
吊

κ滋
み
、
幼
期
間
形
成
、
山
同
様
よ
び
い
色
ち
鋳
の
揃
刈
鐙
に
つ
い

織
が
非
常
花
柄
ま
る
と
予
線
き
て
法
慈
殺
が
鈍
さ
れ
て
い
ま
す

れ
、
山
川
棚
抑
制
捕
は
絹
和
ご
十
六
年
内
ソ
ン
カ
に
つ
い
て
は
、
各
議

に
緩
い
と
思
お
れ
、
関
捕
欄
時
材
期
復
で
共
闘
問
時
料
品
聞
が
行
な
わ
れ
て

品
種
凶
器
議
官
復
措
時
期
は
畿
の
い
ま
す
が
、
議
い
も
ち
樹
立
、

穏
佼
明
、
あ
る
@
時
間
抑
税
制
盟
が
全
線
的
関
に
は
崎
町
説
開
裂

管
理
ょ
の
続
殺
点
描
問
時
品
六
託
料
叫
し
、
遂
行
裂
総
凝

O
品
掛
端
拠
形
成
の
程
度
也
管
躍
鵬
ち

κ
朝
間
の
刺
則
合
と
な
っ
て
い
て
、
間
関

は
榔
燃
す
る
ζ
と

今

制

叩

よ

h'進
行
疫
の
も
の
が
多
く

。
一
震
の
燃
料
禁
制
中
隠
さ
票
臨
時
ha緩
い
た
後
正
義
ず

は
N
v
h必
成
を
用
い
、
幼
総
形
る
お
そ
れ
が
十
分
あ
り
ま
す
の

成
樹
掲
の
と
き
は
、
や
や
緩
効
性
で
薬
問
時
間
臨
聞
を
行
な
っ

の
も
の
〈
蜘
樹
祭
系
な
ど
〉
と
し
き
い
。

副
即
此
尚
一
川
辺
川
山
山

一

鰐

月

下

旬

-
J許淡

一
五
日
月
十
日
J

一
七
汚
十
蕊

R
J

十
叩
札
口
同
一
十
六
日
頃

。
織
改
築
け
い
よ
り
、
今
ま
で

と
溌
つ
に
と
と
ろ
に
山
例
入
院

告
つ
け
る
と
き
「
仲
間
閥
府
議
号

変
援
由
市
鵠
制
緩
い
者

。
噛
部
阻
臓
が
綿
腕
枕
〈
し
た
暗
号
、
阪

ち
と
わ
す
と
き
ロ
怯
廃
藩
号

廃
止
取
組
問
惜
W
L

を

ζ

れ
ち
の
申
請
が
あ
り
ま
す

と
、
係
で
は
務
総
脅
議
官
茸
じ
て

住
居
悉
坊
を
つ
け
た
り
、
蹴
開
比

し
た
ち
し
ま
す
。
出
叩
鶴
間
帯
慨
は
、

後

表
開
腐
宋
家
昼
の
新
築

増
改
築
は
申
請
書
を

新
し
い
住
民
泰
一
水
制
判
脚
胤
は
、

間
関
白
川
か
ち
樹
党
鰍
き
れ
て
い
ま
す

が、

ζ

の
制
問
俊
民
よ
る
後
総
務

品
口
同
尚
、
補
問
物
な
ど
の
山
間
入
門
M

が

街
区
を
と
り
ま
く
遂
銘
の
ど
の

佼
療
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
決
ま

与
ま
す
。

ま
た
、
附
問
問
掛
表
示
一
台
餌
闘
に
滋

づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
い
の
強
務
な

ど
に
は
、
仲
間
胤
刷
議
録
表
示
板
門
か

前哨
h
J
M
刊
け
ち
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
駒
郡
援
を
釈
然
し
に
き
、
あ

る
い
は
綬
紋
肱
取
に
よ
っ
て
今
ま

で
と
幾
っ
た
出
入
口
幸
制
限
げ
る

と
き
は
、
新
れ
い
に
悠
組
組
番
号
岳

叫
惜
し
、
そ
れ
か
ら
住
同
府
審
品
市
談

示
絞
巻
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な

訂
ふ
ま
せ
ん
の
旬
、
次
の
よ
う
な

乙
る
に
は
必
ず
巾
滋
殺
を
鈴
践

し
て
〈
だ
吉
い
。

。
新
築
す
る
と
き
は
「
総
総

務純
q
付
番
申
務
縫
い
告

や
?
海

援掻盟闘盟信網醒毘獲

l穏1'[142絡5!'l318現在

男 17.昏犯人(総月比昌吉人単)

女 18，104人( 11 1幻人犠〉

費十 35，7宮7人〈 グ 20幸人総

健機激g，668l!1:縛(11 37!睦祷f関)

5月五D人p動態

(兇) (11:) {脅十)

銭 主主 23A 35A 5哲人
転 入 164人 190人 354人

死亡 10，火昌人 18人

豪華 lI¥ 9昌人 程仏 186入

車記入波害警 鈴抜手書

華正接i絞待 56t設機

525 
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半
年

の
火
災

十
八.
件

日

万
入
千
円
が
灰

火
の
取
扱
い
い
ん
の
ド
仲
間
績
に
よ

る
も
の
叉
鈴
、
子
供

ω火鴨川吋げ

が
と
然
、
そ
の
他
と
な
っ
て
討

ち
ま
す
。

火
災
予
防
に
大
切
な
ζ
と
は

火
災
を
お

ιき
な
い
ζ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
し
火
災
に

な
っ
て
も
小
き
い
う
ち
に
尽
く

後
開
国
す
れ
ば
被
災
も
議
場
〆
附
慨
に

務
ず
と
と
が
で
き
ま
す
の
句
、

つ
ね

κ次
の
よ
う
な
ζ

と
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

。
小
さ
な
と
き
は
、
パ
ケ
ッ
一

杯
で
も
淡
火
線
…
本
で
も
油
悶
え

〈熊三三章義務長霊寺号室霊王寺〉

諸
問
防
努
で
は
、
A
Y
絞
め
一
尽

か
ら
六
月
ま
で
の
鶴
市
内
の
火
災

状
況
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま

し
た
。火

災
除
勧
慨
は
二
十
八
件
で
昨

年
前
制
強
と
必
絞
し
て
十
五
件
ム

え
、
百
民
村
仏
駒
吋
年
…
ケ
俸
の
発
生

件
数
(
二
十
件
〉
告
人
件
も
よ
〉

ま

わ

っ

て

お

ち

ま

す

。

時

総
失
面
積
は
、
建
物
開
間
百
九
つ

十
八
、
八
思
汐
紫
、
仲
村
野
間
口
百
知

十
三
ア
ー
ル
、
側
関
議
録
制
恨
額
は
創

建
物
(
山
口
容
的
税
者
会
む
こ
一
資
先

八
十
九
万
二
す
持
、
林
野
一
…
万
世
ぺ

与
す
問
問
、
そ
の
他
一
一
一
十
六
万
…

ωw

d

ヤ
向
的
と
合
計
で
は
一
一
一
夜
二
十
七
;

W
M
間
関
手
間
も
が
沃
に
な
っ
て
い

ま
す
治半

何
仲
間
一
一
十
八
時
狩
mw
火
災
の

務
教
と
し
て
は
、
酔
戦
線
織
に
お
類

け
る
山
林
火
災

HZえ
そ

の

稜

う
ち
タ
バ
コ
の
投
げ
始
w
h
よ

る

の

{

ま

中
l

件

も
の
匂
然
、
子
供
の
火
遊
び
、
災
イ

¥
l

h

テ
キ
火
mw
叩
小
給
米
な
ど
の
績
に
・
H

K

/

な
っ
て
い
ま
す
。

f

/
〆

建

物

の

火

災

に

お

い

て

は

、

，

山

く

て

泣

き

た

い

よ

づ

な

川

添

付

ど

溌

疫

を

し

な

い

よ

う

に

す

る

。

J

一

死

者

g
の

日

三

五

な

ん

か

心

く

な

っ

ζ
う
す
れ
ば
、
い
く
ち
か
露
…

一

紛

北

京

築

山

世

共

和

ち

ゃ

え

z
い
と
心
か
ら
、
滋
つ
副
議
守
主
げ
る
と
窓
う
e

し
…

一
き
ょ
う
も
、
な
ん
十
人
と
い
と
。
交
潟
市
紋
を
内
問
?
に
は
、
か
し
ζ
う
し
て
い
る
簡
に
も
、
一

一
う
人
げ
か
、
災
滋
務
総
で
と
う
と
た
だ
…
っ
、
ば
く
に
ら
行
本
な
ん
人
か
の
人
が
交
滋
事
故
に
一

一
い
人
間
を
失
な
っ
て
い
〈
。
そ
れ
人
が
、
い
や
余
紋
界
人
制
剤
い
か
人
あ
い
、
そ
の
う
ち
な
ん
人
か
の
一

一
色
村
h
H
・

2
1き

ifミ
二
三
一
¥
:
、
、
舗
人
法
、
と
う
と
い
苦
言
つ
…

才
人
が
自
分
が
い

YAJ)三
欝
監
ど
駒
山
三
車
曜
て
い
く
。
人
間
の
合
が
ど
ん
な
…

一
緩
い
の
で
は
く
い
一J

人
い
審
離
轄
麟
鞭
麟
鞭
髄
麟
仁
離
に
、
ど
ん
な
に
大
切
な
も
の
吋

一

み

ん

な

淡

撃

談

購

謹

犠

鴇

躍

鶴

曜

か

、

ま

に

ど

ん

な

に

そ

の

人

一

一

の

不

注

意

か

と

輯

藍

襲

撃

監

監

謹

長

い

を

み

を

受

け

る

か

。

一

一
な
の
だ

ζ
m
w
V
)
錨
醐
輔
麟
鵬
購
輯
輯
購
繍
鋪
溜
:
一
咽
孝
一
え
れ
ば
、
考
え
る
ほ
ど
な
に
一

刊
号
、

3
瓦

轟

轟

購

山

町

山

一

か

を

い

た

2
?。

…
一

覧
た
ち
が
設
ん
?
?
ひ
ん
し

W
V
襲
撃
襲
撃
町
臨

2
?言
。
の
日
が
や
っ
一

一
で
絞
っ
て
い
る
と
ζ

ろ
へ
、
い
の
ん
附
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を
闘
で
く
る
の
を
心
か
ら
い
の
る
と
一

一
ね
む
り
潮
崎
務
の
世
帯
が
と
び
と
ん
党
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
炎
と
も
応
、
い
ま
ま
で
交
遂
事
品
龍
一

一
で
き
て
、
一
燃
の
う
ち
に
幼
な
遜
襲
被
巻
料
制
し
た
場
合
に
は
、
で
と
う
と
い
命
を
失
な
っ
た
人
一

一
い
命
を
き
て
し
ま
う
と
い
う
二
度
と
ハ
ン
ド
ル

2
i々

の
め
い
ふ
く
争
心
か
ら
い
の
一

一
一
事
件
が
お
ζ
ヮ

k
a
そ

の

と

き

せ

な

い

よ

う

に

す

る

。

ま

に

、

る

。

一

日
ぼ
く
は
、
ど
ん
な
に
驚
い
た
修
行
容
の
免
許
奴
、
務
行
品
知
数

〈
絞
余
波
関
応
募
作
交
入
潤
閣
内
wv
一

一
し
拾
い
山
は
い
け
九
・

H
N一
山
!
同
日
間
一
刊
行
い
民
間

!
!
?
!
i
l
i
-
-
h

月符uの火災発生件数

.師

、幽び2ら報広

立
す

ωで
、
殺
に
州
出
怠
し
て
お

〈。
も
し
火
災
が
務
保
し
た
、
九

一
人
で
抽
出
そ
う
と
し
れ
は
い
明
、
も

み
ん
な
の
協
力
吾
川
内
れ
て
端
的
級
将

な
ど
に
連
絡
し
て
大
火
奇
的
打
、

。
泌
火
締
約
を
川
内
叫
引
に
す
る
た

治
、
消
防
附
は
柑
仰
に
広
く
あ
け
て

わ
く
。な

お
、
火
災
際
関
は
、
不
片
山

地
恩
や
突
発
事
故
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
ち
ま
す
が
、
常
に
注
怒
し

て
火
災
bh
予
防
し
た
い

v

も
の
で

す。
少
年
齢
制
球
大
公
役

務
総
し
ま
す
。

縛附笈附附
h
y
日
早
川
制
球
大
会
を
災

孫
子
附
阿
胤
判
凶
時
速
附
叫
が
主
総
し
て

次
の
と
制
り
縫
い
ま
す
か
ら
寄

っ
て
参
加
し
て
く
.
に
さ
い

G

の
参
加
資
的
措

殺
河
開
プ
ナ
耐
叫
に
片
山
一
的
奇
術
ず
る

小
山
中
山
手
伎
で
編
成
し
に
十
日
…

名
以
上
mw
野
球
チ

l
ム

。出掛門誌
八
月
奮
い
し
ド
勾
の
子
山
此

念
場
所

残
孫
子
町
総
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

予
鐙
地
(
常
災
公
民
銭
隣
同
)

。
方
沖
拭

小
学
後
チ
i
ム
、
中
学
生
チ

ー
ム
に
わ
け
で
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
裁
会
と
し
ま
す
。

。
由
申
込

参
初
期
込
番
(
役
批
判
ま
た
は

i
名
浅
附
川
に
あ
り
ま
す
)
に
メ

山
中
小
企
業
の
押
知
的
則
合
対
wv
、
従
業
伐
に
返
総
務
余
時
同
一
人
日
一
一
行
川
口
円
以
上

3
え
院
し
従
量
最
終
に
対
す
余
を
交
約
す
る
に
ぬ
に
、
従
業
品
地
点
二
千
川
nhげ
い
じ
守
、
ヂ
バ
ま

♂

Evp
同
い
い
る
出
掛
開
戦
ゑ
共
済
員
が
滋
没
す
る
窓
ガ
祥
月
期
間
企
で
は
日
山
内
5
5
4
ペポ
9
M
円
以
上

業

献

警

は

、

あ

ま

を

雪

、

従

議

長

還

し

に

は

-Eソ
332な
っ
て
い

ヰ
叱
設
V
h
q
知
ら
れ
む
い
と
き
卒
業
開
が
り
川
波
従
然
災
に
て
、
市
議
七
が
州
問
ぬ
ま
す

Q

漁

引

共

ま

せ

ん

が

、

ζ

護
金
み
を
ま
う
と
い
う
も
の
右
翼
ず
ヰ
こ
と
も
で
h
£

一
一
金
員

E
、山市

Ze

す。

委

譲

小

企

業

送

機

金

ζ
ω
制
限
に
郊
入
す
る
か
し
滋
淡
今
必

小
川
火
山
仲
宗
主
ょ
っ
な
い
か
は
製
品
議
主
肉
的
で
す
滋
総
合
は
出
町
命

μ組
問
と
塁

d

、
1

て
緩
め
ら
れ
、
が
、
山
長
時
け
駅
間
府
側
慨
然
削
れ
然
が
、
こ
砧
引
は
出
に
均
約
引
に
よ
3n

て
絞
め

中

の
M

波
野
忘
れ
い
る
コ
ロ
院
し
〈
(
必
聖
地
、
サ
ー
ビ
ス
幾
ら
れ
て
い
ま
す
G

側
主
ん
ぺ
一
線

・
中
小
品
思
議
滋
総
な
ど
は
五
十
人
)
以
下
m
w
h
民
幾
何
机
上
弘
い
込
L
H
一と出国会
aω
パヤハ

点
以
仲
代
約
一
明
索
開
聞
の
怒
授
は
一
切
に
淡
ち
れ
ま
す
。
作
い
に
門
知
人
り
つ
泌
総
会
綴
り
五
%

関
隙
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
か
ら
総
人
ず
る
均
台
、
役
員
、
倒
十
勾
以
上
で
す
と
ト
M
W

り
周
り

事
業
主
が
時
閉
め
る
断
金
や
そ
の
人
余
業
の
取
議
中
一
と
渓
族
従
業
山
間
助
a

設
が
つ
き
ま
す
e

こ
り
制
約

運
肘
抑
制
約
茶
山
林
、
す
べ
て
送
時
概
念
日
買
を
時
開
い
て
、
す
べ
て
の
従
業
ば
で
は
、
疑
問
紛
糾
別
行
に
は
有

に
み
て
ら
れ
ま
す
。
閥
只
を
加
入
さ
せ
る
よ
う
に
し
収
利
に
な
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

察
祭
主
が
、
中
小
愛
情
熱
汲
鴎
附
け
れ
ば
な
き
ま
せ
ん
。
い
ま
す
令

制開会
A
U
綴

6 

ン
パ
ー
を
記
入
の
上
七
月
日

き
い
。
〈
梯
静
物
加
M

科幅削州特〉

。
そ
の
偽

O
線
装
一
時
砧
、
句
一
品
か
l
ム
で
な

く
品
持
品
掠
を
や
る
削
胤
拍
棋
で
も
綴

抽
捕
で
す
。

。
ス
パ
イ
ク
は
仙
世
間
同
で
き
ま
せ

ん合
。
総
合
せ
お
よ
び
滋
合
国
封
鎖
は

主
将
会
談
{
七
悶
月
下
和
問
V

で

き
め
ま
す
e

。
参
加
者
全
国
践
に
参
加
即
焚
骨
骨
此

し
品
げ
ま
す
e

楽しい夏休み

規期正しい生活を

き震え実ず 理事だ冷 しなあ iま~ょ
をま径の子、書室学してくまい月符 r lIi 

3主霊童2襲撃をt2413 手~ ('/1ミ
なうくみにが学つ、ま;t;どす一条 / I ¥ 
けー。なもと必綬い小し約く o a小 / 1，--ノ
れまる、つ妥のて学よな注高か 叫~下よー

さまはUP蓄え野室長室、話台
ちちだ数{; '0 iiま銘 をる以鋭校、~二Z二通
えま iまと宥い のだ雪量 毒事と J二みと 噛苧支訪づ
いんいのは 絞まや 震と iまにも ピ 7"喝グ

の
は
、
山
小
相
羽
州
問
な
生
活
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
ζ
と
匂
す
。

そ
れ
ま
で
小
校
を
山
中
心
と
し
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
知
川
桃
川
川
泌
し
く

役
一
絡
し
て
き
た
も

ωが
、
均
利
出
問

な
機
関
が
多
く
な
る
に
め
に
、

な
玄
げ
ャ
せ
が
つ
い
た
号
、
惑

い
闘
関
隔
制
岳
叫
吋
げ
い
つ
け
↑
い
き
す
る

ζ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

特
応
変
は
、
.
不
調
細
川
削
な
復
活

に
よ
っ
て
、
融
拠
出
駅
を
擬
し
た
り

不治拡
k
w
m
w
緩
い
か
ま
か
れ
る
と
い

う
概
叫
ん
悶
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

ふ
だ
ん
よ
れ

J

一
同
開
校
怠
し
て
や

る
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

な
に
よ
h
，
色
、
そ
っ
せ
ん
し

て
幾
郎
正
し
い
手
ズ
ム
の
あ
る

然
格
的
脅
ι
ζ

ろ
が
け
、
そ
の
中

で
、
ふ
だ
ん
で
き
な
い
緩
験
や

勉
強
品
川
事
せ
て
や

b
ま
し
ょ
う

学
調
闘
に
つ
い
て

。
む
ち
な
公
械
を
に
で
な
い
と

L
」。

ハ
〉
日
夜
り
時
間
は
必
ず
州
間
後
す

る
よ
う
に
し
な
け
、
品
削
減
し

た

ιと
は
お
わ
き
ま
で
実
行

さ
せ
る
。

O
学
校
で
巡
れ
て
い
る
科
目
を

一
恵
点
釣
げ
仏
融
関
辿
組
事
物
、
学
習

に
対
す
る
自
れ
を
も
た
せ
る

ひ
総
務
的
仰
な
鍛
察
や
、
工
作
な

ど
巻
市
慨
し
み
な
が
ら
さ
せ
る

。
お
然
や
、
紺
ん
}
阪
に
む
す
び
つ

い
化
学
制
国
脅
潟
え
る
。

。
自
主
的
な
が
縦
割
後
援
者
や
し

な
う
。

免
税

H
M
え
、
蚊
駆
除
問
H
知
機

銃
一
一
阿
環
境
拙
師
事
押
(
騨
鵬
出
向
、

悶
助
制
汁
〉
を
次
の
と
お
h
行
い
ま

す
。
殿
山
内
総
緩
め
僚
は
次
の
と

と
が
ら
に
柏
村
に
仲
間
殺
し
て
く
だ

さ
い
。

内
河
川
口
奇
一
ケ
所
だ
け
閥
開
け
て

み
と
は
附
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
吋
…
徽
訟
の
臨
時
的
制
は
こ
然
の

筒
は
公
館
開
閉
め
る
ζ

と〕

。
捕
前
毒
の
際
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ー

等
ガ
ス
晒
糊
叫
砧
知
税
制
問
し
な
い
で

後
一

く
ご
さ
い
。
〈
火
気
組
制
〉

。
関
織
的
問
の
小
鳥
、
金
魚
な
ど
は

間齢制円
w
h
山
附
し
て
く
だ
さ
い
9

0
総
務
後
、
州
制
撚
樽
品
月
闘
用
者
あ
げ

る
た
め
ニ
十
分
燃
料
税
波
は
そ

の
ま
う
密
開
閉
し
て
お
い
て
く

J
h

占母、。

婚
入
学
級
の
お
知
ら
ゼ

八
n
m
w
プ
ロ
グ
ラ
ム

ロ
牌
吋
八
月
匂
悶
μ
(
午
後
二
時
〉

袋
一
的
中
仙
町
上
聯
関
紙
綴

学
酒
田
線
題
家
後
糊
拠
出
慨
に
ハ

t

て

掛
刷
出
抑
制
部
絞
殺
創
刊
一
渋
親
交
箆

偽
情
山
闘
機
師
陣
先
生

学
習
の
あ
と
み
ん
な
で
民
間
酬
を

お
ど
ち
ま
す
。

526 

同
開
燃
に
つ
い
て

。
食
事
や
間
際
は
相
現
制
問
.H
し
く

O
暴
飲
胤
帯
食

p
w税
冷
え
争
、
抽
出

r

O
治
療
に
一
録
制
問
奇
謝
討
す
る
肉
的
対

な
ど
は
休
み
市
中
に
な
お
し
て

お
く
。

。
水
mw
惜
叩
品
鋭
、
交
通
事
故
な
ど

に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
仲
間
窓
し
ま

し
ょ
ャ
ヲ
。

。
能
力
に
応
じ
て
終
方
づ
く
ち

を
考
え
る
。

初
治
に
つ
い
て

。
淡
び
か
ち
勉
強
と
い
っ
た
切

ち
か
え
を
で
き
る
よ
う
に
す

る。
。
自
分
の
行
為
w
h
災
後
脅
も
た

せ
る
よ

5
に
す
る
。

。
対
4

校
以
外
の
子
ど
も
会
な
ど

w
h
制
加
入
さ
せ
綴
の
つ
な
が
h
d

を
い
京
ば
せ
る
q

。
友
だ
ち
と
の
滋
び
湾
、

ζ
ず

か
い
の
使
い
方
、
議
齢
期
な
ど

に
た
え
ず
注
意
す
る
。

。
ゆ
っ
く
り
と
自
分
で
考
え
る

強
附
闘
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

O
瀦
畿
の
務
総
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
。

以
上
い
ろ
い
ろ
校
総
な
ど
が

あ
ち
ま
す
が
、
キ
チ
ン
と
し
た

後
淡
を
し
、
事
故
の
な
い
楽
し

い
商
品
休
み
を
す
と
さ
せ
た
い
も

の
で
す
a




